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さ
かい

み なと

「傾聴」の心得を学ぶ
～境港市ことぶきクラブ連合会～
　境港市ことぶきクラブ連合会が平成２５年１月２１日

に新年研修会を開催されました。『よなご傾聴しあわせ

の会』岡田浩代表を迎えて「傾聴ボランティアって？」

と題し、講演がありました。

　参加者の方からも、「とてもわかりやすく〝傾聴″

の大切さを教えていただきました。地域に帰ってさっ

そく実践できればと思います。」との声も多くいただ

きました。

●一般寄付・香典返しご寄付芳名録
　／福祉モニター募集中
　

・・・・・・・・・・・・・・・・

●３月の相談日
　／レクリエーション講座／善意銀行業務報告／
　「はたちの献血」キャンペーン

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●福祉モニター会議・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　市民目線で社会福祉協議会を見つめるモニター制度

主な内容

●第３次「境港市地域福祉活動計画」
　／皆様から温かいご寄付が寄せられました

・・・・・・・・・・・・・・・



　
　
７
月
に
高
齢
者
疑
似
体
験
を
境
港
総
合

技
術
高
校
福
祉
科
一
年
生
を
対
象
に
三
日
間

実
施
し
た
よ
う
で
す
が
、
今
後
は
小
・
中
学

校
で
も
実
施
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

モ

　
　
今
回
の
福
祉
モ
ニ
タ
ー
会
議
は
、
境
港

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
平
成
２４
年
度
実
施
し

た
事
業
全
般
に
つ
い
て
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ

ま
の
市
民
目
線
で
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会

が
実
施
し
て
い
る
地
域
福
祉
事
業
に
対
し
、

評
価
を
い
た
だ
き
、
そ
の
評
価
を
平
成
２５
年

度
事
業
に
反
映
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
活
動
の

充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

社

　
　
境
港
総
合
技
術
高
校
で
行
っ
た
高
齢
者

疑
似
体
験
は
、
専
門
家
を
目
指
す
福
祉
科
の

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、
体
験
後
に
取
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
み
て
も
有
効
な
事
業
で

し
た
。
小
・
中
学
校
で
の
体
験
授
業
に
つ
い

社

　
　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
事
業
に
つ
い
て
、「
受

け
る
側
」
も
「
支
援
す
る
側
」
も
お
互
い
に

高
齢
と
な
り
、
世
代
交
代
が
う
ま
く
で
き
て

い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
も
っ
と
若
い
人
が

参
加
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
し
、
後
継
者

を
育
て
る
仕
組
み
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

モ　
　
市
長
寿
社
会
課
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

今
後
協
議
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
支
援
員
の

年
齢
制
限
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
後
継
者
の
育
成
に
つ
い
て
は
今
後
よ
く

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

社

◎福祉モニター会議の様子を抜粋し
て、掲載させていただきました。

　
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
様
々
な
事
業
に
対
し
て
、
幅

広
い
立
場
か
ら
市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
や
要
望
を
お
聞
き
す
る
と

と
も
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
事
業
に
反
映

し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
福
祉
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
、
活
動
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

市
民
目
線
で

社
会
福
祉
協
議
会
を

見
つ
め
る
モ
ニ
タ
ー
制
度

　
　
夢
み
な
と
子
ど
も
ま
つ
り
に
参
加
し
た

が
、
と
て
も
良
い
事
業
だ
と
思
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
っ
と
予
算
拡
充
を
し

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

モ　
　
お
か
げ
様
で
多
く
の
方
に
良
い
事
業
だ

と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
内
容
の

充
実
も
含
め
、
次
年
度
予
算
で
検
討
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

社　
　
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
を
利
用
し
て
友
人

に
境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
を
知
ら

せ
て
い
ま
す
。
夢
み
な
と
子
ど
も
ま
つ
り
な

ど
は
友
人
に
「
い
い
ね
！
」
を
も
ら
い
ま
し

た
。 モ

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
様
々

な
方
法
で
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
を
市
民

の
皆
さ
ま
に
発
信
し
、
お
伝
え
し
て
い
け
る

よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

社

　
　
８
月
に
行
わ
れ
た
「
高
齢
者
ふ
れ
あ
い

の
家
事
業
援
助
員
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講

座
」
は
お
も
し
ろ
く
て
良
か
っ
た
で
す
。
講

座
の
後
の
援
助
員
交
流
会
も
、
普
段
接
す
る

こ
と
の
な
い
他
地
区
の
援
助
員
と
情
報
交
換

が
で
き
て
非
常
に
良
か
っ
た
で
す
。

モ

　
　
大
阪
府
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
公
認

講
師
の
善
家
佳
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
の
講

座
は
盛
況
で
し
た
。
次
年
度
も
実
施
す
る
予

定
に
し
て
お
り
ま
す
。

社　
　
平
成
２３
年
３
月
１１
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
か
ら
市
民
の
防
災
へ
の
意
識
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
境
港
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
防
災
へ
の
対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

す
か
。

モ　
　
防
災
に
関
し
て
は
市
と
調
整
し
て
い
る

最
中
で
す
。
お
っ
し
ゃ
る
通
り
東
日
本
大
震

災
以
降
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
防
災
意
識
は
非

常
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
早
急
に
関
係
機
関

と
協
議
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。 社

　
　
い
き
い
き
浜
っ
子
ま
つ
り
は
年
々
参
加

者
が
減
少
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま

す
が
、
内
容
の
変
更
な
ど
考
え
て
み
て
は
ど

う
で
す
か
。

モ　
　
ま
つ
り
の
出
店
数
な
ど
規
模
は
大
き
く

な
り
ま
し
た
が
、
本
来
の
目
的
は
障
が
い
の

あ
る
方
に
外
へ
出
て
も
ら
い
、
交
流
し
て
も

ら
う
こ
と
で
す
の
で
、
内
容
の
変
更
も
含
め

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
多
く
の
住
民
の
声
を
取
り
入
れ
、
各
地

区
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
あ
く
ま
で
も
話
し
合
い
を
大
切
に

し
、
地
域
福
祉
事
業
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
の
で
、
今
後
も
皆
さ
ま
の
ご
意

見
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

社

て
は
今
後
、
学
校
側
と
の
協
議
・
ス
タ
ッ
フ

体
制
な
ど
含
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

社

№.286●こだま 2こだま●№.2863



「はたちの献血」キャンペーン（１月１日～２月28日）

オリジナルグッズプレゼント!
期間中に献血にお越しいただき応募された
方の中から抽選で「はたちの献血」オリジ
ナルグッズをプレゼント！

【お問い合わせ】 鳥取県赤十字血液センター　0857-24-8101 まで

トランプ クッション

　新たに成人となる若い世代を中心に、国民に献血についての理解
と協力を呼びかける「はたちの献血」キャンペーンが今年も1月1日
～2月28日までの2カ月間、全国で実施されています。
　今年は、「生きるという贈りもの」をキャッチフレーズに女優の武
井咲さんが、特に減少している10代、20代の若年層に献血を呼び
かけます。

皆様から温かいご寄付が寄せられました｡皆様から温かいご寄付が寄せられました｡
ありがとうございます｡

山陰中央新報社鳥取西部農協女性会境港市部一同

市民の皆さんのご意見を募集しています

第３次「境港市地域福祉活動計画」第３次「境港市地域福祉活動計画」

≪問い合わせ≫　社会福祉法人　境港市社会福祉協議会　　　　　　
〒684‒0043  境港市竹内町40番地　TEL 45-6116  FAX 45-6146

　境港市社会福祉協議会では、市民みんなで「だれもが安心して暮らせる福祉のまちづく
り」を目指し、基本目標を「助け合い 支え合い みんなが笑顔で暮らすまち」として、「第
３次境港市地域福祉活動計画」を策定する作業を、活動計画策定委員会で進めてきました。
　このたび、活動計画（素案）がまとまりましたので、活動計画（素案）に対する皆さんのご
意見を募集します。

　募 集 期 間　　平成25年1月25日（金）～２月15日（金）

　計画の内容　　第１章　境港市地域福祉活動計画の策定にあたって
　　　　　　　　第２章　地域福祉の現状と課題
　　　　　　　　第３章　地域福祉活動計画

　計画の閲覧　　境港市社会福祉協議会、老人福祉センター（浜の里）、市役所（福祉課、長寿社会課、
子育て健康推進課）、各公民館（しおさい、なぎさ含む）、各子育て支援センターで閲
覧できます。また、境港市社会福祉協議会ホームページでも公開しています。

　ご意見提出方法　　◆上記の閲覧できる場所に設置してある意見用紙を使用いただくか、書式は
　　　　　　　　　　問いませんので活動計画（素案）に対するご意見のほかに、住所、氏名を明
　　　　　　　　　　記し、備え付けの意見箱に投函してください。
　　　　　　　　　◆社会福祉協議会へ持参・郵送・ＦＡＸのいずれかの方法でお届けください。

　そ　の　他　　ご意見に対し、個別の回答はいたしません。
　　　　　　　　意見の回答につきましては、ホームページ等で公表します。

有
料
広
告

広告を募集しています　！広告を募集しています　
　会社名やサービス内容・商品等のPR
を「こだま」に掲載しませんか？
　５㎝×９㎝の枠で 1回の掲載につき
5,000円の広告掲載料になります。

（協賛いただきました広告掲載料は、発行経費の一部
 に充当させていただきます。）

！

とき 2月２０日（水）
13:30～15:00

みんなでレクリエーションみんなでレクリエーションみんなでレクリエーション

地域ボランティアのための地域ボランティアのための

レクリエーション講座レクリエーション講座

ところ 浜の里
〔老人福祉センター〕

◉参加希望の方は下記へお問合せください。
市社会福祉協議会

（担当：西原）☎４５-６１１６
〆切2/15㈮まで

相談の種類 相 談 内 容 開 設 日 時 間

心配ごと相談
（民生委員）
（司法書士）

心配ごとや、日常生活上
のいろいろな問題
（毎週金曜日）

3月1日、8日、15日、
22日、29日

１３：００

～

１６：００

法 律 相 談
（弁 護 士） 法律に関する相談

（3月は第1・第3金曜日） 3月1日、15日
１３：３０

～

１５：３０

相談無料相談無料

秘密厳守秘密厳守

◆心配なこと、困っていること、何でもOK!悩みごとのある人は一人で悩まずお気軽にご相談ください。

会場：浜の里〔老人福祉センター〕です。
の相談日３月

要予約

◦法律相談は予約制ですので 事前に予約してください。
※なお、法律相談は初回の方を優先します。

相談の種類 相 談 内 容 開 設 日 時 間

人 権 相 談
（人権擁護委員）

人権に関する相談
（毎月第２木曜日） 3月14日

１３：００

～

１６：００行 政 相 談
（行政相談委員）

役所の仕事、手続き、サー
ビスなどに関する相談
（毎月第２金曜日）

3月8日

人権相談：
　鳥取地方法務局
　米子支局
　☎22-6161

行政相談：
　鳥取行政評価事務所
　行政相談課
　☎0857-24-5542

問合せ先

☎４５–６１１６
境港市社会福祉協議会

（平成24年12月16日～平成25年1月15日）
（敬称略）

善意銀行業務報告

預託
の部

月 品　　　名 預託者

１2 大山水系こしひかり� 4点 渡町 鳥取県西部農協
女性会境港市部一同

１ 手づくりぞうきん� 30枚 本町 黒田茂子

払出
の部

月 品　　　名 払出先

１ 大山水系こしひかり� 4点 各地区社会福祉協議会へ
〃 手づくりぞうきん� 30枚 市内福祉施設へ
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福祉モニター
要件

　現在、市社会福祉協議会では、会員のご意見やご要望を継続的

に聴取し、事業に反映させることを目的として、福祉モニターを

設置しています。この福祉モニター１０名のうち、現在２名が欠

員となっております。２名を公募いたしますので、福祉モニター

をご希望される方、また詳細が知りたい方は、市社協までお問合

せください。なお、モニター要件等は下記のとおりです。

　会員や福祉団体、施設、行政等との
協働関係を深め、社協事業を推進する
ため、福祉モニターを設置し事業に反
映させることを目的としています。
　市社協が行う事業を少なくとも１回
は見学し、福祉モニター会議（年２回
程度）で意見を出してもらったり、市
社協に関するアンケート調査に回答し
てもらいます。

市社協　☎45-6116　（担当：西原）

福祉モニターとは？

謝　礼

　モニターは、募集年度の４月１日現在満
20歳以上の方で、市内に住所を有する方、
市内に通勤している方、市内で活動してい
る方から会長が委嘱します。
（任期：平成24年10月1日～平成26年9月30日）

　謝礼は、モニター１名に対し年額5,000
円とし、１年を単位として一括して支払い
ます。

～あなたの声で社協が変わる～
福祉モニター募集中!!
～あなたの声で社協が変わる～
福祉モニター募集中!!

この広報紙は、共同募金配分金の一部を活用して発行しています。

月日 金額（円） 故　 人 寄付者 住　 所

1２．17
19
19
２0
２0
２1
２５
２6
２6
２7

３0，000
５0，000
３0，000
５0，000
３0，000
５0，000
３0，000
３0，000
３0，000
２0，000

門 永 礼 子
前 横 敏 夫
嵯 峨 義 幸
青 砥 百 蔵
伊 藤 可 統
平 田 嘉 和
大谷みづえ
森 脇 一 代
友 森 靜 惠
門 山 亀 吉

門 永 　 公
前 横 満 子
嵯 峨 幸 子
青 砥 　 聡
伊 藤 克 己
井 上 彰 彦
大 谷 隆 一
森 脇 　 健
友 森 　 操
門 山 靜 子

上 道 町
麦 垣 町
幸 神 町
渡 町
誠 道 町
誠 道 町
渡 町
渡 町
幸 神 町
中 町

■「こだま」への香典返し芳名録掲載につきましては、寄付者ご本人の了解をいただいております。
　一般寄付、香典返しは、高齢者、児童、障がい者の福祉事業、ふれあい総合相談事業等、地域福祉活動を推進する上で貴重な財源として活
用させていただいております。なお、一般寄付、香典返しは、境港市社会福祉協議会（浜の里・竹内町老人福祉センター東側）、または境
港市役所（福祉課）で取扱っています。

月日 金額（円） 故　 人 寄付者 住　 所

1２．２7
２8

1． 7
8
8
8
9
9
9

1５

３0，000
100，000
10，000
２0，000
100，000
３0，000
３0，000
３0，000
５0，000
３0，000

織 多 晴 子
木 下 　 潤
堀 田 香 苗
足立さだ子
足 立 光 三
住 田 憲 子
中 村 昭 宣
門脇ミヤ子
濱 田 　 優
稲次荘一郎

織 多 一 男
木 下 裕 之
堀 田 　 明
角 本 美 保
足 立 正 光
住 田 　 隆
中 村 　 真
門 脇 広 志
濱 田 悦 子
稲次美奈子

渡 町
渡 町
外 江 町
相 生 町
幸 神 町
湊 町
外 江 町
渡 町
竹 内 町
上 道 町

こころ温まるご寄付をいただき ありがとうございました

（平成２４年1２月16日～平成２５年 1 月1５日） （敬称略）香典返しご寄付芳名録

（敬称略）

月日 金額（円） 氏　　　　　名 摘　　　　　要

1２．２6 ４３２，５00 山陰中央新報社　社長 森 脇 徹 男 社会福祉基金へ（第２7回境港市民余芸大会の収益金）

一　般　寄　付（平成２４年1２月16日～平成２５年 1 月1５日）

【確定申告での寄付金所得控除について】今年も還付申告が始まっております。２月18日から３月15日までは確定申告が行わ
れます。昨年１月１日から12月31日までにご寄付いただきました寄付金は所得控除ができますので、本協議会からお渡しし
た「寄付金の領収証」を添付し、確定申告を行ってください。
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